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１. 14年 9月中間期の連結業績（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 14年 9月 30日）
(1)連結経営成績 (注)記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

　　　　売    上    高 　　　　 営　業　利　益 　　　経　常　利　益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

14年 9月中間期 577,370 △ 0.1 34,516 126.3 10,044 -
13年 9月中間期 578,003 △ 11.7 15,249 △ 70.9 △ 8,871 -
14年 3月期 1,198,014 35,499 △ 13,548

      中間(当期）純利益 　        １ 株 当 た り 中 間     潜在株式調整後１株当

           ( 当 期 ） 純 利 益     たり中間(当期）純利益

百万円 ％ 円　　銭 円　　銭

14年 9月中間期 5,228 - 1.83 -
13年 9月中間期 △ 10,494 - △ 3.70 -
14年 3月期 △ 28,518 △ 10.06 -
(注)①持分法投資損益    14年 9月中間期        2,138 百万円   13年 9月中間期          620 百万円   14年 3月期        1,240 百万円

     ②期中平均株式数（連結）　14年 9月中間期  2,855,258,779 株　　　13年 9月中間期  2,829,629,832 株　　　14年 3月期  2,832,553,948 株

     ③会計処理の方法の変更　　 無

     ④売上高、営業利益、経常利益、中間(当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(2)連結財政状態
      　  総  資  産         　株  主  資　本       株主資本比率 　１株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円　　銭

14年 9月中間期 1,927,515 285,293 14.8 99.90
13年 9月中間期 2,012,402 247,142 12.3 87.34
14年 3月期 2,045,302 280,685 13.7 97.97
(注)期末発行済株式数（連結）　14年 9月中間期  2,855,734,156 株　　　13年 9月中間期  2,829,630,069 株　　　14年 3月期  2,864,965,892 株

(3)連結キャッシュ･フローの状況
　　　 営業活動による 　　　 投資活動による 　 　財務活動による 　現金及び現金同等物

　　　キャッシュ・フロー 　　　キャッシュ・フロー 　　キャッシュ・フロー 　期　 末 　残 　高
百万円 百万円 百万円 百万円

14年 9月中間期 57,384 21,508 △ 93,216 100,027
13年 9月中間期 39,882 △ 8,684 △ 28,274 130,471
14年 3月期 59,109 △ 36,481 △ 36,814 115,292

(4)連結範囲及び持分法の適用に関する事項
    連結子会社数  159　社   持分法適用非連結子会社数　0　社   持分法適用関連会社数　47　社

(5)連結範囲及び持分法の適用の異動状況
    連結（新規）6　社  （除外）3　社   持分法（新規）4　社  （除外）　8　社

２. 15年 3月期の連結業績予想（ 平成 14年 4月 1日  ～  平成 15年 3月 31日 ）
　 　　　　  売   上   高 　　　　経　常　利　益 　　当　期　純　利　益

百万円 百万円 百万円

通　　期 1,180,000 28,000 10,000
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）     3 円 50 銭

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

   実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

   なお、業績予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料の９～１０ページを参照して下さい。
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